
１． 開 催 日 時 ： 令和５年１０月２３日（月）　10:00～12:30

２． 会 場 ：

３． 参 加 者 ： 北海道旅客鉄道株式会社旭川支社管内の駅社員10名

４． 主 催 ： 国土交通省 北海道運輸局旭川運輸支局

５． 共 催 ： 北海道旅客鉄道株式会社

６． 協 力 ： 特定非営利活動法人カムイ大雪バリアフリー研究所

７． 後 援 ： 北海道

８． 実 施 概 要 ：

９． 参加者の感想

・

・

・

視覚障がいの方が壁のないところに立っているときの不安な気持ちや階段を降りるとき
の恐ろしさを体験して理解することができました。

バリアフリー教室（名寄会場）実施概要

北海道旅客鉄道株式会社　名寄駅

障がい当事者から講話、障がい者疑似体験・介助訓練（車いす使用者・
視覚障がい者）を通じ、介助時の心構えについて学んだ。

障がい当事者の方はどのような事が不安なのか実体験を基にした話を聞くことができ非
常に参考になりました。外部講師の方々の貴重なお話ありがとうございました。
今後駅を利用されるお客様に対しての接客が今まで以上に良くなると思います。

障がい者と一言でいっても、軽度・重度があることや、重度であっても自力でできる事
が多いということを再認識できたように感じる。車いすに関しては非常に多くの種類が
あり、その時々で対応を変える必要があることを知った。
講師のお二方共に、話しかけてくれることが嬉しく安心すると教えてくださったので、
社内外問わず、不安そうにしている人がいた際は声を掛けていきたいと思った。


